
管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
七
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
の
三
第
一
項
の
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

         

第
十
三
条
中
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
下
に
「
又
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
報
酬
の
基
本
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
一
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
別
表
第
一
企
業
職
給
料
表
（
一
）
に
定
め
る
一
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料

月
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
四
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
「
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
相

当
す
る
額
を
報
酬
等
基
準
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

第
三
項
の
月
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員 

給
料
月
額
に
、
当
該
職

員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
・
七
五
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し

て
得
た
額
） 

 

二 

第
四
項
の
日
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員 

給
料
月
額
を
二
十
一
で

除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
七
・
七

五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
） 

 

第
十
四
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

  号給 給料月額 

      円 

１ 380,000 

２ 427,000 

３ 477,000 

４ 539,000 

５ 615,000 

６ 718,000 

７ 839,000  

 



３ 

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
料
の
額
が
給
料
月
額
を
超
え
る
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
給
料
月
額

に
相
当
す
る
額
を
当
該
職
員
の
給
料
の
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
二
項
中
「
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
一
の
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

             



        



 

別
表
第
二
の
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



                



 

別
表
第
十
及
び
別
表
第
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る 

 

 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
第
二
項
の

改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
附
則
第
四
項
に
お
い
て
「
改
正

後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
三
第
一
項
、
第
十
四
条
の
三
第
六
項
及
び
第
十
四
条
の
四

第
三
項
の
規
定
並
び
に
別
表
第
一
、
別
表
第
二
、
別
表
第
十
及
び
別
表
第
十
一
の
規
定
は
、
令

和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

別表第十一（第十四条の三、第十四条の四関係）

調整額

円

1 6,100

2 12,200

3 18,300

4 24,400

調整数

報酬等の調整額表



 

（
改
定
日
前
の
異
動
者
の
号
給
の
調
整
） 

３ 

令
和
五
年
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
定
日
」
と
い
う
。
）
前
に
職
務
の
級
を

異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
及
び
別
に
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の
改
定
日
に
お
け
る
号
給
に

つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
改
定
日
に
お
い
て
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た

場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要

な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
給
与
の
内
払
） 

４ 

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉

県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に

よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。 

 

（
補
則
） 

５ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 


